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1･-1 局所麻酔下センチネルリンパ節生検 (局麻下

SNB)の臨床的意義について

佐藤 友威 ･武藤 一朗 ･長谷川正樹

青野 高志 ･岡EIl 貴幸 .轟令木 普

金子 和弘 ･木戸 知紀

県立中央病院外科

新たな臨床試験の結果が次々に報告され,乳癌

の治療は日々多様化 ･棲維化してきている.一方,

SNBは不要な膳葡 リンパ節部活を省略できる手

法として標準化 している.当科では昨年よりRI

法又は色素との併用法によるSNBを行っている.

また治療方針の決定のために,局麻下SNBも行

っている.現在まで9例に対して局麻下SNBを

行った.それらをまとめ検討 したので報告する.

また,局麻下SNBの有肝性について解説すると

ともに,当科での乳癌治療方針について紹介する.

15 当科における乳癌センチネルリンパ節生検の

成績

神林智寿子 ･佐藤 信昭 ･金子 耕司

天願 敬 弓L山 聡 ･野村 達也

中川 悟 ･瀧升 康公 ･薮崎 裕

土屋 義昭 ･梨本 篤 ･田中 乙雄

県立がんセンター新潟病院外科

2001-2008年でSLNB目的にリンフォシンチ

グラフィ-を施行した乳癌症例 138射列を対象と

し,RI法単独での成績を検討した.平均年齢 54

歳,観察期間中央値43M.同産とはリンフォシン

チグラムでの描出とhotnodeの全数が術中同定

できた症例とした.

瞳 呆】同定率は且240例 (89.60/a)であったが,

前期 (2001年-2004年),後期 (2005年-2008

午)で検討すると85%,94%で後期で改善した

SLNBのみで終了した症例は973例 (70.3%).

厳磯部酒移行例は411例 (29.7%)で① リンフォ

シンチグラフィで描出なしが91例②術中同産不

能が53例③迅速診断で転移陽性が266例,その

他 1例.術中迅速診断の偽陰性率は5.3%,non-

SLNにのみ転移陽性は2.1%.SLNB後の同側膳

滞のみの再発は5例 (0.5%),遠隔転移 29例

531

(2.9%).

【結語】同定率も後期では940/Oと良好で,他の

結果も諸家の報告と同等であり,当科での RI法

によるSLNBは有用である,

16 カルボプラチン.パウリタキセルによる肺癌

術後補助化学療法の経験

Illl･L 皇ILtj--木 It:_･11lL澗 LI:.軸

県立中央病院呼吸器外科

【目的】当科で施行した非か細胞肺癌に対する

術後補助化学療法の安全性について検討する.

【対象と方法】2007年4月から当料でカルボプ

ラチン,パクリタキセルによる術後補助化学療法

を行った症例を対象とし,補助療法開始までの期

間,副摩周,完遂率をレトロスペクテイブに検討

した.

【結果】この期間の非小細胞癌手術例は171例

で,当科で術後補助化学療法を計画した症例は22

例であった,22例の病理病期はⅠ5例,Ⅱ7例,

ⅢAiO例であった.補助化学療法の開始時期は術

後46日,副作用はgradC4のアレルギ-が1例,

耶ade3の白血球減少が4例,grade3の貧血が3

例などであった.治療の完遂率は87.5%であっ

た.

【結語】CBDCA+weekltm の完遂率は高く

副作用も軽度で安全に施行できた.しかし治療を

必要とする副作用も発現するので充分な観察が必

要である.

17 間質性肺炎に続発した難治性気胸に対しV-1･･r

ECMO使用下に手術を施行した 1症例

本野 望 ･斎藤 正幸 ･毎日 晃治

名村 理 ･大開 -

県立新発田病院胸部外科

症例は78歳,男性,関節 リウマチおよび腰原病

性間質性肺炎で免疫抑制剤投与中.2009年 7札

左気胸を発症した.胸腔 ドレナージを開始するも,

肺の十分な拡張は得られず換気不全に陥り保存的

治療は継続不可能となり手術を施行した.片肺換
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気維持は不可能で術中にV-VECMOを使用 し,

胸腔鏡下に肺嚢胞を結衆 した.手術終 日薮,容易

に ECMOから離脱できた.術後,気胸の再発は

なく,間質性肺炎の急性増悪もなく経過良好であ

った.貰重な症例を経験 したので報告する.

18 CrI;l高値.臨床病期 Ⅰ期肺癌に対する対応

竹重麻里予 書中池 輝明･大和 路

.I.'汚 損Jl'I.･什雌 牛 -

県立がんセンタ-新潟病院呼吸器外科

1991年- 2007年に手術を行った原発性肺癌

2183例のうち,臨床病期 Ⅰ期 2063例について調

査 し,CEAと予後との関係を調べた.術前 CEA

は平均 4.5(0-506)ng/mlで軽度上昇群 (5

ng/m卜 10ng/ml)は 261例 (12.7%),高値群

(CEA>まOng/ml)は 125例 (6.1%)であった,

それぞれの生存率には有意差がみ られた (p<

0.0汗 また,CEA高値群については術後外来受

診時にCEAを再検 し,CEAが正常化 した群,高

値群に分けて検討を行ったところ,正常化した群

で有意に生存率が高かった (P〈O.0江 臨床病

期 Ⅰ期の症例において術前CEA高値は予後不良

因子であり,特に術後 CEAがIf-:_常化 しない症例

は予後不良であった.

19 肺葉内肺分画症の 1例

佐藤征 凋い保磯 端子 ･富樫 賢 一一

長岡赤 仁鉛毒院呼吸器外科

58歳男性.血疾 ･微熱を室訴に当院受診.右肺

化膿症の診断で入院となった.胸部 CTで,右肺

ド薬に高濃度血腫を含む感癒影と下行大動脈より

分岐 し右肺下葉に流入する異常血管を認めた.柿

葉内肺分画症を疑い,手術の方針となった.感染

範囲が下葉全域に及ぶことから,下葉 切 除 を 施行

し,異常血管は 13mm程度の太 さであり,n0-

kmifeendoscopiclinearstaplerを用いて閉鎖 した

複, 末梢側 をENDOPATHATW35(E抽icon

EndosuTgery)を用いて切離した 病理所見では,

正 常 気 管 支 の分岐異常,病変部との交通は認めず

肺寮内肺分画症 (PryceⅡ型)であった.No-

knifeendoscopiclinearstaplerを用いることで,

安全に異常血管の処理 を行 うことが可能であり,

有用であると思われた.

20 食道壁内転移を来たした胃内分泌細胞癌の 1

例

掛目 哲也4牧野 成人 再度辺 ゆかり

穫本 剛度 弓創日 朝敬 ･西村 浮

河内 保之 ･断固 恵也
厚生連長岡中東綜合病院外科

症例は67歳男性,2ヶ月前から喉の食物つかえ

感を主訴に当院内科受診 し,上部消化管内視鏡で

噴門部に3型の進行腎癌を認めた.下部食道には

壁内転移を疑う粘膜下腫癌様の病変を認めた.辛

術目的に当料紹介となった.左開胸開腹胃全摘,

中 ド部食道切除,駆体尾部,牌合併切除行った.

術中行った腹腔内洗浄細胞診は陽性であった.柄

理組織診断は内分泌細胞癌で,広範なリンパ節転

移と食道壁内転移を2箇所認めた.術後化学療法

施行したが,術後 6ヶ月で肝転移と腹膜再発によ

る腸閉塞来たし,術後 10ヵ月で永眠 された.

食道壁内転移 を乗たす腎癌は極めてまれであ

る.術後早期に再発認めた,食道壁内転移を伴う

胃内分泌細胞癌の 1例を経験 した.文献的考察を

加え,載告する.

21 食道癌術後の進行胃管癌症例に対して.化学

療法後に胃管前庭部切除を行った 1例

凹中 雅人 ･矢島 和人 ･神国 達夫

番場 竹生*･中島 嚢入 ･松木 淳

小杉 仲 - 西倉 健*･畠山 勝義

新潟大学大学院消化器 1--･般外科

学分野 (節----外科)

同 分子 ･診断病J哩学分野*

症例は58歳,女性.2000年 9月に胸部中部食

道癌に対して胸腔鏡補助下食道切除術,後縦隔経

絡胃管再建を施行されていた.術後スクリ-ニン

グ目的の上部消化管内視鏡で再建胃管に低分化腺


